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検査内容変更のお知らせ 
 
拝啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 
また、平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 
この度下記検査項目におきまして、検査内容を変更させて頂きたくご案内致します。 
何卒ご了承賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

敬具 
記 

 
◆ 変更日        平成 27年 9月 26日（土）ご依頼分より 
◆ 変更内容 
2014･15年 
検査案内 

項 目 
コード 検査項目 変更内容 新 旧 

p.21 12020 
トキソプラズマ

抗体ＩｇＧ 

所要日数 3～5 3～7 

検査方法 CLEIA EIA 

基準値 判定：(－) 
抗体価：7.5未満 

判定：(－) 
抗体価：6未満 

報告範囲 判定：(－)、(±)、(＋) 
抗体価：7.5未満～最終値 

判定：(－)、(±)、(＋) 
抗体価：6未満～200以上 

報告桁数 抗体価：小数第１位 抗体価：整数 

p.21 12030 
トキソプラズマ

抗体ＩｇＭ 

検体量 0.6mL 0.6mL 新生児 0.1mL 

所要日数 3～5 3～7 

検査方法 CLEIA EIA 

基準値 判定：(－) 
S/CO：0.8未満 

判定：(－) 
ｶｯﾄｵﾌｲﾝﾃ゙ｯｸｽ：0.8未満 

報告単位 S/CO COI 

報告範囲 
判定：(－)、(±)、(＋) 

S/CO：0.8未満～最終値 
      判定：(－)、(±)、(＋) 

ｶｯﾄｵﾌｲﾝﾃ゙ｯｸｽ：0.8未満～3.0以上 

報告桁数 S/CO：小数第１位 ｶｯﾄｵﾌｲﾝﾃ゙ｯｸｽ：小数第１位 

p.28 14275 
HCV-RNA 
ジェノタイプ 

検体量 0.5mL 0.3mL 

検査方法 リアルタイム RT-PCR RT-PCR 
 

臨床検査に関するお知らせ 



 ●●● トキソプラズマ抗体ＩｇＧ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 
 
 
 
 
 

 
 

陽性一致率  98.4％ 
陰性一致率  98.9％ 
判定一致率  96.0％ 

 ●●● トキソプラズマ抗体ＩｇＭ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 
 
 
 
 
 

 
 

陽性一致率  74.0％ 
陰性一致率  97.3％ 
判定一致率  77.8％ 

●●● HCV-RNA ジェノタイプ ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                         
     ※)不一致の４例については別法でも判定し、新法の結果が妥当であることを確認しています。 
       感染しているHCVの塩基配列によっては、PCRの標的となる遺伝子領域の違いにより、

型判定の結果が乖離することがあります。 
判定一致率：95.6％ 

判定 抗体価（IU/mL） 
（－） 7.5 未満 
(±) 7.5 以上 10.5 未満 
(＋) 10.5 以上 

 旧試薬 

＋ ± － 合計 

新試薬 

＋ 125  4  1  130  
± 1  2  0  3  
－ 1  2  89  92  

合計 127  8  90  225  

判定 抗体価（S/CO） 

（－） 0.8 未満 
(±) 0.8 以上 1.0 未満 
(＋) 1.0 以上 

 旧試薬 

＋ ± － 合計 

新試薬 

＋ 97  6  0  103  
± 8  5  2  15  
－ 26  8  73  107  

合計 131  19  75  225  

 RT-PCR(旧法) 

1a 1b 2a 2b 3a 1b/2a 

リアルタイム 

RT-PCR 

(新法) 

1a 1      
1b  51     
2a   23   1※ 
2b   1※ 11   
3a     1  

2a/2b   1※    
1a/3a 1※      

新試薬の判定基準 新試薬と旧試薬の比較 

新試薬の判定基準 新試薬と旧試薬の比較 

【検査方法の参考文献】 
田畑 宏道，他：医学と薬学 71,145-151,2014. 

新法と旧法の比較 

【検査方法の参考文献】 
田畑 宏道，他：医学と薬学 71,145-151,2014. 


